
　

令
和
6
年
度
に
網
田
小
学
校
は
創
立

1
5
0
周
年
を
迎
え
、
令
和
7
年
2
月
15

日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
1
5
0
年
前
の
明
治
時
代
の
は
じ

め
、
全
国
各
地
で
は
小
学
校
が
続
々
と
開

校
し
ま
し
た
。

1
　
江
戸
時
代
の
初
等
教
育

　

江
戸
時
代
の
教
育
施
設
は
、
主
に
武
士

の
子
ど
も
が
学
ぶ
藩は

ん

校こ
う

、
庶
民
の
子
ど
も

が
読
み
書
き
を
学
ぶ
寺
子
屋
が
あ
り
ま
し

た
。
宇
土
藩
に
は
藩
校
・
温お

ん

知ち

館か
ん（
現
在
の

新
小
路
町
）、寺
子
屋
は
現
在
判
明
し
て
い

る
だ
け
で
15
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
菅か

ん

修し
ゅ
う

善ぜ
ん

と
い
う
僧
侶
が
享き

ょ
う

保ほ
う

年
間（
1
7
1
6

～
1
7
3
6
）に
宇
土
町
に
開
い
た「
温お

ん

故こ

堂ど
う

」
は
熊
本
最
古
の
寺
子
屋
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
漢
学
や
算
術
な
ど
専

門
的
な
学
問
を
教
え
る
私
塾
も
あ
り
、
宇

土
に
は
3
つ
の
私
塾
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

2
　「
学が

く

制せ
い

」の
公
布

　

明
治
5
年（
1
8
7
2
）8
月
、
明
治
政

府
は
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
を
模
範
に
し

た「
学
制
」と
い
う
学
校
制
度
を
定
め
、全

温
故
知
新 

～
う
と
学
だ
よ
り
～

問 

文
化
課 

文
化
係
☎（
23
）0
1
5
6

宇
土
に
お
け
る
近
代
初
等
教
育
の
は
じ
ま
り

第 128 回

国
に
公
布
し
ま
し
た
。

　

学
制
は「
邑む

ら

に
不
学
の
戸
な
く
、家
に
不

学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
」（
村
や
家
に
学
問

が
な
い
者
が
い
な
い
よ
う
に
す
る
）と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、
近
代
学
校
制
度
の
樹

立
と
6
歳
以
上
の
全
国
民
に
対
す
る
教
育

普
及（
国
民
皆
学
）を
目
指
す
も
の
で
し
た
。

3
　
宇
土
に
お
け
る
小
学
校
の
創
立

　

学
制
が
公
布
さ
れ
た
明
治
5
年
に
全
国

一
斉
に
小
学
校
が
置
か
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、各
地
域
で
は
開
校
準
備
期
間
を
経
て
、

公
布
か
ら
数
年
か
け
て
次
々
と
小
学
校
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
制
公
布
か
ら
2
か
月
後
の
明
治
5
年

10
月
、
県
南
地
域
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開

校
し
た
の
が
宇
土
学
校（
現
在
の
宇
土
小

学
校
）で
し
た
。
藩
校
・
温
知
館
を
そ
の
ま

ま
小
学
校
に
転
用
し
た
た
め
、
学
制
公
布

後
す
ぐ
に
開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
7
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

宇
土
の
各
地
域
で
小
学
校
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

校
舎
建
設
や
学
校
運
営
に
必
要
な
費
用

は
、
教
育
を
受
け
る
者
が
負
担
す
る
こ
と

が
原
則
だ
っ
た
た
め
、
住
民
か
ら
の
寄
付

金
、各
戸
か
ら
徴
収
し
た
負
担
金
、授
業
料

な
ど
の
民み

ん

費ぴ

で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

4
　
修
業
年
数
と
授
業
科
目

　

学
制
公
布
当
初
の
修
業
年
数
は
、
6
歳

か
ら
13
歳
ま
で
の
8
年
制
で
し
た
。
6
歳

～
9
歳
の
4
年
間
を
下
等
小
学
、
10
歳
～

13
歳
の
4
年
間
を
上
等
小
学
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
8
級
に
分
け
、半
年
ご
と
に
1
級（
1

年
で
2
級
）進
級
す
る
仕
組
み
で
し
た（
8

級
か
ら
始
ま
り
1
級
で
終
わ
る
）。
小
学
校

を
修
了
す
る
と
14
歳
か
ら
6
年
間
の
中
学

過
程
に
進
み
ま
し
た
。

　

授
業
内
容
は
下
等
小
学
で
は「
読
み
・
書

き
・
算
数
」に
修し

ゅ
う

身し
ん（
道
徳
）、地
理
、理
科
な

ど
計
14
科
目
、
上
等
小
学
に
な
る
と
下
等

小
学
の
科
目
に
歴
史
学
、
数
学
、
博
物
学
、

化
学
の
4
科
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

5
　
宇
土
人
・
上う

え

羽ば

勝か
つ

衛え

の
功
績

　

学
制
公
布
後
、
県
内
小
学
校
で
は
宇
土

藩
の
武
士
だ
っ
た
上
羽
勝
衛
が
編へ

ん

纂さ
ん

し
た

教
科
書
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
上
羽
が
編

纂
し
た
教
科
書
は
国
語
、
辞
書
、
地
理
、
歴

史
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
な
か
で
も
子
ど

も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
道
徳
を
説
い
た

『
勧か

ん

孝こ
う

邇じ

言げ
ん

』や『
童ど

う

蒙も
う

読と
く

本ほ
ん

』は
好
評
を
得

て
、
多
く
の
小
学
校
で
修
身
の
教
科
書
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
羽
は
熊
本
の
近
代
初
等
教
育
の
発
展

に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

※�

宇
土
東
小
学
校
は
、
昭
和
62
年（
1
9
8
7
）

に
宇
土
小
学
校
か
ら
分
離
し
て
開
校
し
ま
し

た
。

【
参
考
文
献
】

・『
新
宇
土
市
史
』（
通
史
編 

第
3
巻
）

童蒙読本
（宇土市教育委員会所蔵）

上羽勝衛

学校名称 創立年 現在の小学校 創立150年
宇土学校 明治5年 宇土小学校 2022年
網津学校 明治7年 網津小学校 2024年網引学校
笹原学校 明治7年 緑川小学校 2024年新開学校
網田学校 明治7年 網田小学校 2024年
馬場学校 明治7年 轟小学校 昭和44年に 

宇土小と統合石橋学校
椿原学校 明治8年
走潟学校 明治8年 走潟小学校 2025年
花園学校

明治8年 花園小学校 2025年古保里学校
岩古曽学校
松山学校

文部省第二年報・文部省第三年報をもとに作成
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MANIFES
TO

のおすすめ図書

平日・土：9:30～18:00
日・祝日：9:30～17:00
毎週木曜、毎月第4金曜日、
年末年始
宇土市立図書館 ☎(22)4512 図書館ホームページ 図書館LINE

開館時間

休館日

問い合わせ

お風呂で体を洗ったら、湯船に浸かって、「１０、
９、８・・・」とカウントダウン。ジュゴンがジャンプ
したり、キュウカンチョウがお湯をはったり、楽し
いことが起こるかも！？オフロケットの歌が楽し
めるQRコード付き。

オフロケット
ザ・キャビンカンパニー ／ 作

ニジノ絵本屋

幼児向け 

ダンゴムシの大好きな場所や食べ物、うんちの
形、冬の過ごし方、生まれてから死ぬまでを、ふし
ぎな小鳥・庭師鳥の視点で紹介する。小さな生き
物や草花、樹木が互いに助け合いながら生きてい
ることを伝える絵本。

ダンゴムシのいる庭
大野 八生 ／ 作
あすなろ書房

小学生低学年向け

言葉の遅れ、かんしゃく、多動・・・。病院や園では
できない“困った”にどう対応する？小児医が臨床
経験+発達特性のある子どもの子育てから導い
た育児テクニックを紹介。折込みのコミュニケー
ションの発達段階チェック表付き。

発達特性に悩んだらはじめに読む本
西村 佑美 ／ 著

Gakken

一般向け

自動車期間工の本田昴は、2年11カ月の寮生活を
終えようとしていた。最終日、同僚がSUVブレイク
ショットのボルトをひとつ車体の内部に落とすの
を目撃する。見過ごせば明日からは自由の身だ
が・・・。

ブレイクショットの軌跡
逢坂 冬馬 ／ 著

早川書房

一般向け

ニューヨークの森のなかで暮らす作家が、身近な
森や動物への愛情、夫との人間関係などを通じ、
アメリカの現在形の姿と丁寧に暮らす美しさを伝
える。自身の体験をもとに驚きや感動を子どもた
ちに伝える等身大のエッセイ集。

キミの一歩アメリカ
ー自由の女神と森とペンー

小手鞠 るい ／ 文
酒井 以 ／ 絵
あかね書房

中高生向け 

教室のロッカーの上にあった作品が落ちて壊れ
た。犯人がいるはずなのに、その姿は見当たらな
くて・・・。4年1組の辻堂天馬・柚木陸・神山美鈴、
通称「ミステリトリオ」が動き出す！作家・知念実
希人による児童書本格ミステリ。

放課後ミステリクラブ　６
教室のとうめい人間事件

知念 実希人 ／ 作
Ｇｕｒｉｎ. ／ 絵

ライツ社

小学生高学年向け

6月

図書館からのお願い
図書館の本は、公共の財産です。取扱いには十分
注意をお願いします。
もし、破れてしまったり、ページが取れてしまった
場合は、テープで修理などせずに、破れた破片と
一緒にお持ちください。
また、借りた本が水などで濡れた場合は、職員が
状態を確認しますので、返却時にカウンターで伝
えてください。

図書館２階に図書除菌機を設
置しています。
この機械は、紫外線を使って書
籍を除菌し、風の力で書籍に挟
まったごみや臭いを除去するこ
とができます。簡単な操作で除
菌できますので、ぜひご利用い
ただき、気持ちよく読書をお楽
しみください。なお、当館で借
りた本のみの使用となります。

図書除菌機が利用できます

図書館だより

市長マニフェストの進捗状況を公表します
　第4期市長マニフェスト(令和4年度～令和7年度)
の進捗状況を報告します。進捗状況の詳細や目標年度
などは市ホームページでご確認ください。

問 企画課 企画係(27)3305

【進捗状況】
◦：達成
●：進捗は順調で目標年度までに達成見込
▲：進捗は遅延しており目標年度までに達成困難
■：実施方法を検討中である等の理由で未着手
×：計画を中止・休止

◦市税等コンビニ納付　　　　　　　　　  　　  
令和5年4月から市税その他料金等（介護保険料、後
期高齢者医療保険料、保育料、市営住宅・駐車場使用
料、上下水道使用料、下水道受益者負担金・分担金）
について、コンビニ窓口での納付やスマホ決済アプ
リを対象とした収納サービスを開始しました。今後
も引き続き住民の利便性向上のため、オンライン申
請手続きを増やしていきます。

●都市計画道路北段原線整備　　　　　　　 　  
令和4年度に中心市街地を周回する都市計画道路の
工事に着手し、令和8年度中の開通を目指して鋭意
工事を進めています。

●空き家活用支援強化　　　　　　　　　　  　  
空き家バンク制度の活用強化のため、空き家バンク
制度に登録できる物件や利用者の要件を見直し、登
録物件と成約件数の増加につながりました。
また、空き家バンク制度を利用した方向けに、空き
家取得費用、賃貸物件のリフォーム費用の補助金を
新たに創設しました。

②暮らしを守る

●水辺に親しめる空間「走潟かわまちづくり事業」着手
令和6年度は、実行委員会を3回開催し整備内容につ
いて意見の収集を行いました。また、9月には現地
で社会実験（炊出し訓練）を行いました。市東部及び
走潟地区の振興拠点として大型公園整備に着手しま
す。

④賑わい創造　

●こどものサードプレイス（居場所）の設置　　   
旧田中会館に図書館・児童館的機能を併せ持った「多
目的市民交流施設」の整備に着手しています。また、
別棟で、子ども達が安心して過ごせる居場所となる
子どもサードプレイスや船場川調整池周回ジョギン
グコースの整備を進めています。

●民間とタイアップした子どもの貧困対策　  　 
こども「ど」まんなか宣言やこども「ど」まんなかの
日イベントを開催し、広報うとに特集記事を掲載す
るなど周知啓発を行いました。現在、市内５か所で
子ども食堂を実施されており活動支援の強化を図っ
ています。また、公園等の再整備や、民間企業とタイ
アップした食堂の支援体制の整備に着手するなど、
こどもの居場所づくりを進めています。

⑤子育て・教育の充実　

①安心・安全のまち
●松原排水機場工事促進　　　　　　　　　　    

早期の稼働に向けて、松原排水機場については、下
部工・建屋工・ポンプ工・電気工・除塵設備工の整備に
着手しました。また、船場川の護岸整備については、
旭団地周辺で継続して河川改修工事を進めています。
さらに、大坪川については河川改修に伴う橋梁工事
を行っています。

●河川防災ライブカメラの増設　　　　　　 　      
既存の9か所に加え、浸水被害が想定される戸口・栗
崎に新たに河川カメラを設置しました。また、「干潟
景勝地展望広場整備事業」において、令和7年度に実
施予定の工事に合わせて、展望所付近へのライブカ
メラ設置を検討しています。今後も防災への活用を
図るため、要注意スポットにライブカメラを増設し
ていきます。

◦網田コミュニティセンター建設　　　　 　　   
網田地区の防災・地域活性化の活動拠点として、網
田コミュニティセンター「しとらす」の建設工事が
令和7年1月に完了し供用開始しました。

③仕事を支える　
◦小規模農業組合の共同利用設備助成　　　　　
◦海苔共同乾燥施設の新設促進　　　　　　　　   

農業者組織等が共同で利用する農業用機械又は農業
用施設の導入等に対し支援する「宇土市農業用機械
等共同利用支援事業補助金」を令和5年度に新設し
ました。
また、漁港区域内の一部を施設用地として事業者（漁
業協同組合・民間企業）に提供し、海苔共同乾燥施設
が2棟完成しました。引き続き、農水産業用の機械
及び施設の導入等の支援を行い、就労環境改善のた
めの助成を実施しています。
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